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画
閲
の
轍
囲

∵
、
わ
れ
わ
れ
は
胱
史
と
伝
雑
を
薄
重
し
、
日
本
に
ふ
さ
わ

し
い
甲
高
な
教
育
を
推
進
す
る

、
わ
れ
わ
れ
は
教
護
と
品
位
の
同
－
に
っ
と
め
、
真
理
愛

の
溝
榊
と
と
も
に
、
明
る
く
新
枠
な
教
習
を
研
修
す
る
。

、
わ
れ
わ
れ
は
個
人
の
白
色
輝
戦
を
尊
重
し
っ
つ
、
敵
′
滑

河
ロ
ー
I
I
（
を
軽
毒
し
、
主
体
性
を
鷺
持
す
る
。

【
巻
頭
一
亘

関
谷
活
景
博
士
の
地
震
研
究
と

矢
橋
亮
吉
店
主
の
育
英
事
業

京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
　
所
　
功

大
垣
藩
校
出
身
の
関
谷
滞
京
博
士

日
本
列
島
で
は
太
古
か
ら
地
震
が
多

く
、
そ
の
調
査
・
研
究
も
長
ら
く
行
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
を
本
格
的
に
創
め
ら
れ

た
の
は
、
関
谷
清
景
博
士
で
あ
る
（
橋
本

万
平
氏
著
『
地
震
学
事
始
－
開
発
者
・
関

谷
清
景
の
生
涯
－
』
昭
和
五
十
八
年
、
朝

日
選
書
な
ど
参
照
）
。

清
景
（
幼
名
絃
太
郎
）
は
、
ペ
リ
ー
の

再
来
し
た
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
大

垣
藩
士
関
谷
玄
助
の
長
男
に
生
ま
れ
、
数

え
七
歳
か
ら
十
年
近
く
藩
校
で
学
ん
だ
。

十
七
歳
の
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
、
全
国

か
ら
優
秀
な
人
材
を
東
京
へ
集
め
る
た
め

の
藩
「
貢
進
生
」
に
選
ば
れ
、
大
学
南
校

（
ま
も
な
く
開
成
学
校
、
の
ち
東
大
の

法
・
文
・
理
学
部
）
で
英
語
に
よ
り
工
学

を
学
び
、
同
九
年
（
一
八
七
六
）
英
国
に

留
学
し
て
い
る
。

つ
い
で
関
谷
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八

八
〇
）
横
浜
地
震
を
契
機
と
し
て
世
界
で

最
初
の
　
「
地
震
学
会
」
創
立
に
貢
献
し
、

東
大
構
内
に
「
地
震
学
実
験
所
」
を
設
け
、

「
地
震
観
測
の
報
告
心
得
」
を
作
っ
て
全

国
に
配
り
、
同
十
八
年
（
一
八
八
五
）
「
地

震
を
前
知
（
予
知
）
す
る
法
如
何
」
と
い

う
世
界
的
に
評
価
の
高
い
論
文
を
発
表
し

た
。
そ
の
翌
年
、
帝
国
大
学
理
科
大
学
で

地
震
学
の
初
代
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
日
本
で
最
初
の
理
学
博
士
と
な

っ
た
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
　
の
十

月
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
ク
ラ
ス
の
　
「
濃

尾
大
地
震
」
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
全
体

を
徹
底
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
政

府
に
要
望
し
て
、
被
災
地
の
大
垣
を
自
ら

視
察
し
た
。
そ
の
翌
年
、
文
部
省
所
管
の

「
震
災
予
防
調
査
会
」
を
発
足
さ
せ
、
委

員
と
し
て
積
極
的
に
活
躍
し
た
が
、
四
年

後
（
4
1
歳
）
結
核
で
他
界
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
理
工
学
の
大
先
達
な
ど
を

送
り
出
し
た
大
垣
藩
校
（
致
道
館
↓
敬
教

堂
）
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
第

八
代
藩
主
戸
田
氏
庸
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
後
の
廃
藩
置
県
直

前
、
藩
の
貢
進
生
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、

関
谷
の
他
に
松
本
荘
一
郎
や
和
田
（
の
ち

松
井
）
直
吉
で
あ
る
。

松
本
は
大
学
南
牧
か
ら
米
国
に
留
学
し

て
工
学
を
究
め
、
東
大
の
工
学
科
教
授
と

な
り
、
明

治
二
十
一

年
（
一
八

八
八
）
　
日

本
初
の
工

学
博
士
号

を
授
与
さ
れ
、
鉄
道
の
全
国
敷
設
に
尽
力

し
て
い
る
（
そ
の
長
男
が
戦
後
「
帝
国
憲

法
」
　
の
改
正
案
を
作
っ
た
松
本
窯
治
博

士
）
。
ま
た
松
井
も
大
学
高
校
か
ら
米
国
に

留
学
し
て
鉱
山
学
を
修
め
、
同
二
十
一
年

に
理
学
博
士
を
授
与
さ
れ
、
東
大
の
農
科

大
学
長
（
一
時
大
学
総
長
）
を
務
め
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
基
礎
を
養
っ
た
藩
校
の

功
績
は
大
き
い
。

岐
阜
中
学
出
身
の
失
権
亮
書
店
主

叙
上
の
よ
う
な
学
者
と
は
異
な
り
、
実

業
家
と
し
て
地
元
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

の
が
、
矢
橋
大
理
石
店
主
の
矢
橋
亮
富
民

で
あ
る
。
亮
吉
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
不
破

郡
赤
坂
村
（
現
大
垣
市
赤
坂
町
）
　
で
矢
橋

本
家
の
宗
太
郎
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明

治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
岐
阜
中
学
を
卒

業
し
て
東
京
商
業
学
校
（
現
一
橋
大
学
）

に
進
ん
だ
。
そ
の
在
学
中
。
前
述
の
関
谷

博
士
の
家
で
書
生
と
し
て
鍛
え
ら
れ
、
あ

ら
ゆ
る
雑
役
を
務
め
た
。
こ
の
間
に
、
岐

阜
中
学
で
貧
困
の
た
め
中
途
退
学
し
た
同

級
生
を
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
悔
し
さ
と
、

世
話
に
な
っ
た
博
士
の
教
え
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
早
く
も
濃
尾

大
震
災
の
翌
年
（
明
治
二
十
五
年
）
、
二
十

六
歳
で
月
給
の
一
部
を
割
き
育
英
の
援
助

を
始
め
て
い
る
。

つ
い
で
同
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
∞
∽

歳
）
矢
橋
大
理
石
を
創
業
し
て
代
表
と
な

り
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
濃
尾
農
工

銀
行
の
頭
取
に
就
任
す
る
一
方
、
岐
阜
市

内
に
中
学
校
・
商
業
学
校
の
生
徒
寄
稿
舎

「
楠
堂
」
を
設
け
、
生
徒
と
寝
食
を
共
に

し
た
。
そ
の
楠
堂
に
は
自
分
の
息
子
も
入

れ
、
他
の
生
徒
と
同
様
に
雑
役
を
務
め
さ

せ
、
心
身
を
鍛
え
て
い
る
。

さ
ら
に
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
出
歳
）

八
月
、
二
十
万
円
を
基
本
資
金
と
し
て
「
矢

橋
謝
恩
会
」
を
設
立
し
た
。
そ
れ
は
「
い

つ
も
今
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
先
祖
の
尊

い
志
を
受
け
継
ぐ
」
た
め
、
①
有
為
の
青

年
で
家
の
貧
し
い
者
に
学
資
を
給
与
す
る

こ
と
、
②
岐
阜
の
図
書
館
を
援
助
す
る
こ

と
、
③
社
会
改
善
の
事
業
に
援
助
す
る
こ

と
を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。

や
が
て
昭
和
に
入
り
不
況
で
苦
し
く
な

っ
て
も
奨
学
育
英
事
業
を
続
け
た
。
同
二

十
一
年
（
一
九
四
六
）
一
月
、
戦
災
地
巡
幸

中
の
昭
和
天
皇
を
赤
坂
本
店
の
西
洋
館
に

お
迎
え
す
る
栄
誉
に
浴
し
た
が
、
そ
の
九

月
末
に
他
界
し
て
い
る
（
0
0
歳
）

ち
な
み
に
、
私
も
大
垣
北
高
か
ら
大
学

に
進
学
し
て
勉
学
で
き
た
要
因
は
、
斉
藤

校
長
先
生
の
推
薦
に
よ
っ
て
矢
橋
奨
学
生

に
選
ば
れ
、
四
年
間
奨
学
金
を
支
給
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
（
令
和
三
年
三
月
土
日
稀
）
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こ
れ
は
三
月
二
十
八
日
、
岐
阜
市
で
行
わ
れ
た
現
代
国

民
講
座
の
内
容
を
編
集
部
の
責
任
で
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
詳
細
は
秋
発
行
の
叢
醤
第
十
四
集
を
御
覧
下
さ
い
。

華
人
文
化
圏
に
お
け
る

儒
教
復
興
の
光
と
影
と

聖
徳
学
園
大
学
推
教
授
　
横
久
保
義
洋

一
は
じ
め
に

一
般
に
中
国
は
言
論
統
制
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
共
産
党
を
否
定
的

に
書
か
れ
た
本
が
堂
々
と
出
版
さ
れ
、
共

産
党
の
人
達
が
称
賛
す
ら
し
て
い
る
書
物

も
あ
る
。
そ
れ
は
現
代
の
新
儒
家
と
言
わ

れ
る
人
の
著
書
だ
か
ら
で
、
中
国
で
は
何

を
言
っ
た
か
が
問
題
で
は
な
く
、
誰
が
言

っ
た
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

二
　
近
現
代
の
儒
教

近
現
代
に
西
洋
の
学
問
あ
る
い
は
科

学
・
技
術
・
文
化
が
大
挙
し
て
東
ア
ジ
ア

に
入
り
込
ん
で
来
た
。
中
国
で
は
日
本
よ

り
少
し
後
の
明
代
末
期
に
宣
教
師
が
入
り
、

大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
の
が
一
八
四

〇
年
の
ア
へ
ン
戦
争
で
あ
る
。
西
洋
の
思

想
・
文
化
に
触
れ
、
始
め
の
う
ち
は
日
本

以
上
に
抵
抗
が
大
き
か
っ
た
が
、
伝
統
的

な
も
の
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
も
た
せ

る
か
、
日
本
も
苦
悩
し
た
が
、
中
国
は
違

っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

中
国
で
は
西
洋
の
学
問
を
西
学
と
呼
び
、

そ
れ
に
対
し
て
伝
統
的
な
学
問
で
あ
る
儒

学
を
国
の
固
有
の
学
問
と
い
う
意
味
で
、

国
学
と
呼
ん
で
再
編
成
を
し
た
。
そ
れ
は

大
き
く
分
け
て
二
つ
に
な
る
。

一
つ
は
漢
学
で
、
漢
と
唐
の
時
代
の
経

書
を
中
心
と
し
た
学
問
で
あ
る
経
学
と
、

そ
れ
を
受
け
継
い
で
清
朝
の
時
代
に
発
展

し
て
い
っ
た
清
朝
考
証
学
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。

二
つ
目
が
宋
学
で
、
朱
と
明
の
時
代
の

学
問
。
こ
れ
は
朱
子
学
、
陽
明
学
と
二
つ

に
分
か
れ
る
が
、
ひ
と
ま
と
め
に
宋
学
と

言
っ
て
い
る
。

大
ま
か
に
言
う
と
、
漢
学
は
文
献
学
が

中
心
で
、
宋
学
は
文
献
学
に
併
せ
て
そ
れ

以
上
に
哲
学
も
し
く
は
倫
理
学
を
重
視
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
、
「
漠
宋
一
致
」
と
し
て
国
学
を
ま
と

め
る
努
力
が
な
さ
れ
、
西
洋
の
進
出
に
対

す
る
危
機
感
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

十
九
世
紀
の
末
期
、
日
本
に
な
ら
つ
て

憲
法
を
制
定
し
、
立
憲
君
主
制
の
国
を
作

ろ
う
と
し
た
康
有
為
が
い
た
。
彼
は
西
洋

の
国
々
は
キ
リ
ス
ト
教
が
国
教
と
し
て
国

民
を
ま
と
め
て
い
る
と
気
づ
き
、
中
国
も

孔
子
を
教
祖
と
し
た
儒
教
を
そ
れ
に
充
て

た
ら
よ
い
と
考
え
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教

会
の
よ
う
に
「
孔
教
会
」
と
い
う
も
の
を

作
り
、
一
旦
は
成
功
し
か
け
た
が
、
反
撃

に
あ
っ
て
日
本
に
亡
命
を
し
て
い
る
。

事
柄
麟
（
章
太
炎
）
　
は
儒
教
を
宗
教
化

せ
ず
、
特
に
文
献
考
証
の
方
か
ら
儒
教
の

本
質
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
彼
は
上
海
、
日

本
を
中
心
に
活
動
を
し
て
、
「
国
粋
保
存

会
」
と
い
う
学
会
を
作
り
、
支
那
の
学
術

文
化
は
優
れ
た
も
の
と
し
て
学
会
誌
『
国

粋
学
報
』
を
発
行
し
、
国
学
の
概
念
を
打

ち
出
し
た
。
そ
れ
は
純
粋
な
学
術
誌
に
見

え
る
が
、
主
旨
は
漢
民
族
の
本
来
の
文
化

の
姿
を
見
出
し
、
満
洲
人
の
清
朝
を
倒
し

て
、
漢
民
族
の
国
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う

政
治
的
な
動
機
も
あ
っ
た
二
九
二
一
年
、

中
華
民
国
が
成
立
す
る
が
、
儒
教
を
尊
重

す
る
と
い
う
動
き
は
主
流
に
あ
っ
た
。

一
方
、
陳
独
秀
、
李
大
別
、
或
い
は
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
た
胡
適
な
ど
は
、

一
九
一
五
年
、
雑
誌
『
新
青
年
』
を
発
行

し
て
、
儒
教
の
よ
う
な
古
い
も
の
は
接
げ

捨
て
て
西
洋
の
新
し
い
文
化
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
や
サ
イ
エ
ン
ス
を
全
面
的
に
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
伝
統
、
全
面

西
洋
化
を
主
張
し
た
。

そ
れ
に
銭
玄
同
と
い
う
人
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
国
を
強
く
す
る
に
は
徹
底
的
に
や

る
し
か
な
い
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
国
語
に

し
よ
う
と
ま
で
言
い
出
し
た
。
し
か
し
、

四
～
五
年
し
て
『
新
青
年
』
も
意
見
が
分

か
れ
、
陳
独
秀
、
李
大
別
は
マ
ル
ク
ス
主

義
に
走
り
、
中
国
共
産
党
を
創
設
す
る
。

一
方
、
そ
れ
に
反
発
し
て
胡
適
は
自
由
主

義
の
側
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

『
新
青
年
』
に
は
ラ
イ
バ
ル
が
い
て
、

南
京
の
東
南
大
学
を
中
心
と
し
た
王
国
経
、

胡
適
な
ど
が
雑
誌
『
学
衡
』
を
出
し
、
支

那
の
伝
統
を
根
本
に
す
え
て
、
そ
の
価
値

を
認
識
し
ょ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
東
西

の
古
典
文
化
の
融
合
を
目
指
し
、
『
新
青

年
』
の
新
文
化
運
動
に
反
対
し
て
、
文
化

保
守
主
義
を
主
張
し
た
。

『
新
青
年
』
分
裂
後
、
胡
適
は
「
国
教

整
理
運
動
」
を
始
め
、
古
い
も
の
を
見
直

し
て
批
判
的
に
継
承
し
よ
う
と
し
た
。
国

故
は
国
学
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

胡
適
の
学
生
で
あ
っ
た
頭
韻
剛
は
、
『
古

史
排
』
と
い
う
雑
誌
を
発
行
し
、
昔
書
か

れ
た
歴
史
な
ど
は
偽
作
が
多
い
と
し
て
疑

問
を
呈
し
た
。
そ
れ
ら
の
人
々
を
疑
古
派

と
言
う
が
、
そ
れ
に
対
し
て
学
衡
派
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
反
論
が
あ
っ
て
、
論
争
に

次
ぐ
論
争
が
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年

代
に
繰
り
返
さ
れ
た
。

一
方
そ
う
い
う
文
献
学
の
方
面
だ
け
で

な
く
、
哲
学
の
方
面
で
も
宋
学
、
特
に
朱

子
学
や
陽
明
学
を
究
め
て
、
こ
れ
を
カ
ン

ト
と
か
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
西
洋
哲
学
で
解
釈

し
よ
う
と
い
う
梁
漱
漠
や
潟
友
蘭
、
張
若

駒
、
熊
十
力
と
い
う
人
が
現
れ
た
。
い
ず

れ
も
西
洋
哲
学
と
朱
子
学
、
陽
明
学
を
結

合
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
い
う
人
々
を
現

代
新
儒
家
と
呼
ん
で
い
る
。

中
華
民
国
時
代
は
、
伝
統
的
な
学
問
の

研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
国
学
の
私
塾
の

よ
う
な
も
の
が
で
き
た
。
例
え
ば
一
九
二

〇
年
に
唐
文
治
が
「
無
錫
国
学
専
修
学
校
」

を
作
り
、
事
柄
蟻
が
一
九
三
四
年
に
「
華

氏
国
学
講
習
曾
」
を
作
っ
て
い
る
。

大
学
で
も
国
学
の
研
究
所
が
で
き
、
有

名
な
の
が
清
華
大
学
の
　
「
清
華
国
学
研
究
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院
」
　
で
あ
る
。

こ
う
い
う
時
代
に
な
る
と
優
れ
た
学
者

を
「
国
学
大
師
」
と
呼
ん
で
尊
敬
す
る
風

習
も
出
来
た
。
こ
の
頃
権
力
を
握
っ
て
い

た
国
民
党
も
伝
統
の
復
興
を
主
張
し
て
い

た
の
だ
が
、
国
民
党
系
の
学
者
が
中
心
に

な
っ
て
一
九
三
五
年
に
「
中
国
本
位
文
化

建
設
宣
言
を
出
し
、
中
国
は
西
洋
を
中

心
と
し
た
も
の
で
な
く
独
自
の
道
を
歩
む

の
だ
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
。

一
九
四
九
年
、
国
民
党
が
内
戦
に
敗
れ

て
共
産
党
が
天
下
を
と
る
と
、
状
況
が
一

変
し
、
儒
学
の
立
場
に
た
っ
た
活
動
は
出

来
な
く
な
る
。
胡
適
な
ど
は
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
て
、
一
九
五
〇
年
以
降
か
ら
激
し

い
批
判
が
行
わ
れ
、
共
産
党
は
そ
の
業
績

を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。
大
陸
に
残
っ

て
い
た
胡
適
の
弟
子
顧
韻
剛
な
ど
は
真
っ

先
に
師
匠
を
裏
切
っ
た
。
梁
漱
漠
は
初
め

共
産
党
を
批
判
し
て
い
た
。
支
那
事
変
以

降
、
次
第
に
共
産
党
と
協
力
関
係
を
結
ぶ

よ
う
に
な
る
が
、
結
局
は
意
見
が
対
立
し

て
失
脚
し
、
三
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
行

方
不
明
と
な
る
。

大
陸
で
は
共
産
党
の
天
下
と
な
っ
て
か

ら
、
儒
学
・
国
学
は
休
眠
状
態
に
な
っ
て

い
く
。
た
だ
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
か
ら

伝
統
文
化
を
研
究
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
文
革
に
い
た
る
ま
で
の
十
七
年

間
、
儒
学
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
を
す

る
の
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
文
化
大
革
命

に
よ
っ
て
支
那
の
儒
教
の
伝
統
は
断
た
れ

て
し
ま
っ
た
。
ご
く
少
数
の
者
が
、
共
産

党
の
や
り
方
に
気
づ
い
て
大
陸
を
脱
出
し
、

香
港
、
台
湾
で
儒
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
「
港
台
儒
家
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
人
々
で
、
そ
の
代
表
が
銭
穆
と
い
う
二

十
世
紀
支
那
最
大
の
国
学
者
、
歴
史
家
で

あ
る
。
彼
は
同
志
と
と
も
に
、
大
陸
で
失

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
支
那
の
伝
統
文
化

を
守
る
た
め
、
香
港
で
新
亜
書
院
と
い
う

学
校
を
作
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
五
八
年
、
香
港
、
台
湾

に
亡
命
し
て
い
た
唐
君
毅
を
中
心
と
し
た

張
君
励
、
徐
復
観
な
ど
が
、
「
為
中
国
文
化

敬
告
世
界
人
士
宣
言
」
を
連
名
で
発
表
し

て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
伝
統
文
化
に
は
普

遍
的
価
値
が
あ
る
。
そ
の
価
値
が
西
洋
文

明
と
結
合
し
て
世
界
文
化
へ
の
貢
献
も
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
と
い
う
こ
と
を

謳
い
あ
げ
た
も
の
で
、
新
儒
家
宣
言
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
反
共
産
主
義
の
立

場
に
立
つ
公
式
の
宣
言
に
な
っ
て
く
る
。

現
在
で
は
、
こ
れ
ら
の
第
一
世
代
の
人
は

亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
後
を
継
ぐ
第

二
、
第
三
の
儒
家
が
出
て
い
る
。
　
そ
の

後
、
文
革
に
対
抗
す
る
た
め
、
台
湾
の
国

民
党
政
府
は
、
中
華
文
化
復
興
運
動
を
始

め
、
儒
教
の
古
典
な
ど
を
今
注
、
今
訳
、

つ
ま
り
儒
教
の
古
典
を
現
代
語
に
翻
訳
し
、

注
釈
書
を
作
っ
た
り
し
た
。
中
華
文
化
復

興
の
一
環
と
し
て
他
に
孔
子
廟
の
再
建
な

ど
も
行
っ
た
。

三
　
儒
学
の
復
活

郵
小
平
の
時
代
に
な
る
と
、
今
に
続
く

改
革
開
放
政
策
が
行
わ
れ
、
外
国
や
特
に

香
港
や
台
湾
の
資
本
・
技
術
を
導
入
す
る

よ
う
に
な
る
。
す
る
と
そ
れ
に
付
随
し
て

思
想
・
文
化
も
入
っ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど

文
革
の
影
響
も
あ
っ
て
、
人
々
の
心
も
冷

め
切
っ
て
お
り
、
毛
沢
東
の
思
想
も
信
じ

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
外
か
ら

新
し
い
思
想
が
入
り
込
ん
で
き
て
、
皆
そ

れ
に
飛
び
つ
い
て
い
く
。
新
し
い
思
想
と

言
っ
て
も
、
か
つ
て
の
一
九
二
〇
年
代
の

新
文
化
運
動
の
こ
ろ
、
つ
ま
り
半
世
紀
前

に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
再
現
と
言
っ
て

も
い
い
。
そ
の
結
果
、
価
値
観
が
多
様
化

し
て
い
く
。
そ
こ
で
一
九
八
〇
年
代
は
「
文

化
熱
」
ブ
ー
ム
が
起
き
る
。
当
時
の
思
想

潮
流
と
し
て
は
、
考
え
方
が
三
つ
あ
っ
た
。

一
つ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
。

二
つ
め
は
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
、
自
由
主
義
。

リ
ベ
ラ
ル
の
考
え
方
。

三
つ
め
は
香
港
、
台
湾
か
ら
再
輸
入
さ

れ
た
現
代
薪
儒
家
の
思
想
。

こ
の
三
者
の
中
で
活
発
な
論
争
も
起
こ

っ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
リ
ベ
ラ

ル
の
人
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
八
九
年
六

月
四
日
に
天
安
門
事
件
が
起
き
、
ま
た
様

相
が
変
わ
っ
て
き
て
、
西
欧
的
な
考
え
方

は
批
判
さ
れ
た
。

九
〇
年
代
に
な
る
と
、
打
っ
て
変
わ
っ

て
共
産
党
が
伝
統
文
化
の
擁
護
に
出
て
き

た
。
八
〇
年
代
の
　
「
文
化
ブ
ー
ム
」
に
代

わ
っ
て
「
国
学
ブ
ー
ム
」
が
起
き
た
。
そ

れ
が
今
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
国
学
と
い

う
概
念
は
共
産
党
政
権
が
出
来
て
か
ら
忘

れ
去
ら
れ
て
い
た
が
、
復
活
し
て
き
た
。

そ
し
て
共
産
党
、
政
府
は
毛
沢
東
時
代
と

は
掌
を
返
し
た
よ
う
に
伝
統
文
化
を
尊
重

す
る
よ
う
に
な
る
。
江
沢
民
以
降
、
マ
ル

ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
代
わ
っ
て
儒
学

を
国
の
根
幹
に
す
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
江
沢
民
、
胡
錦
濡
、
習
近
平
と
代
を

経
る
に
し
た
が
っ
て
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
、

習
近
平
に
な
っ
て
頂
点
に
達
し
た
。
た
だ

し
、
ま
だ
初
め
の
う
ち
は
儒
学
と
マ
ル
ク

ス
主
義
を
融
合
さ
せ
る
と
い
う
、
言
わ
ば

「
儒
馬
一
致
」
と
い
う
考
え
方
が
主
流
を

占
め
て
い
た
。
公
式
に
は
今
で
も
「
儒
馬

一
致
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
十
年
く

ら
い
は
、
完
全
に
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
マ

ル
ク
ス
主
義
も
放
棄
さ
れ
、
儒
教
を
前
面

に
押
し
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
四
年
、
「
中
国
孔
子
基
金
会
」
と

い
う
も
の
が
作
ら
れ
、
こ
れ
が
後
に
あ
ち

こ
ち
に
出
来
る
儒
教
関
係
の
学
界
・
団
体

の
走
り
に
な
っ
て
い
た
。
最
近
、
孔
子
学

院
が
話
題
に
な
る
が
、
海
外
に
語
学
を
普

及
さ
せ
る
と
い
う
の
が
目
的
で
、
単
に
中

国
文
化
の
象
徴
と
し
て
孔
子
の
名
前
を
使

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

孔
子
基
金
会
の
方
は
孔
子
学
院
と
違
っ

て
本
格
的
に
儒
教
、
孔
子
の
教
え
を
復
興

す
る
と
い
う
運
動
を
行
っ
て
い
る
。
最
近

で
は
二
〇
〇
六
年
に
孔
子
像
を
標
準
化
し
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た
。
孔
子
標
準
像
を
造
っ
て
各
地
に
建
て

て
い
る
。
大
学
で
も
民
国
時
代
の
よ
う
に
国
学
研

究
が
復
活
し
て
い
る
。
小
中
学
校
の
授
業

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
儒
教
の
経
典
、
『
論

語
』
・
『
孟
子
』
を
子
供
達
に
暗
話
さ
せ
る

こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
、
「
読
経
学
校
」
と
い
っ
て
儒
教
の
経
典

を
読
ま
せ
る
学
校
も
乱
立
し
た
。
そ
の
学

校
に
も
問
題
が
あ
っ
て
、
正
式
な
認
可
を

受
け
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
学
校
で
は
正

式
な
卒
業
資
格
が
も
ら
え
な
い
。

こ
う
し
て
儒
教
が
復
活
し
た
と
言
っ
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
き
た
。

国
学
大
師
も
再
評
価
を
さ
れ
て
き
た
が
、

国
学
者
が
一
種
の
ア
イ
ド
ル
扱
い
を
さ
れ

る
と
い
っ
た
変
な
現
象
も
起
き
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
、
台
湾
・
香
港
の
儒
家
の

影
響
を
受
け
た
大
陸
の
若
い
人
達
も
出
て

き
た
。
四
　
現
代
大
陸
新
儒
家
の
出
現

そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
一
人
が
陳
明

で
、
二
〇
世
紀
末
に
『
原
道
』
と
い
う
雑

誌
を
作
り
、
そ
こ
へ
参
加
し
て
い
る
人
達

が
一
世
代
前
の
新
儒
家
の
あ
と
を
継
い
で

儒
教
を
信
奉
し
始
め
た
。
こ
う
い
う
人
々

を
大
陸
新
儒
家
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。

こ
の
仲
間
で
あ
っ
た
が
考
え
方
の
違
い

か
ら
別
れ
て
い
っ
た
人
に
蒋
慶
と
い
う
人

が
い
る
。
こ
の
人
も
最
初
は
台
湾
・
香
港

の
儒
学
を
継
承
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
新
儒
家
は
心
と
か
性
と
か
個
人
の
内
面

ば
か
り
を
問
題
に
し
て
き
た
「
心
性
儒
学
」

だ
、
そ
れ
は
一
面
に
す
ぎ
な
い
。
儒
教
の

本
質
は
「
政
治
儒
学
」
に
あ
り
と
と
ら
え
、

「
王
道
政
治
」
を
目
指
す
の
だ
と
主
張
し

た
。
王
道
政
治
を
実
現
す
る
た
め
に
は
儒

学
を
国
教
に
し
て
国
家
を
全
面
的
に
改
造

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
四

年
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
児
童
を
対
象
と

し
た
読
経
運
動
を
始
め
た
。
こ
の
人
の
言

っ
て
い
る
こ
と
で
、
「
儒
家
憲
政
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
ま
ず
「
虚
君
共
和
」
と
い
っ

て
一
種
の
君
主
制
、
立
憲
君
主
制
に
す
る

た
め
孔
子
の
末
裔
を
中
国
の
君
主
に
す
え

よ
う
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
た
。
そ
し

て
、
「
大
学
監
国
」
と
い
っ
て
大
学
の
中
の

儒
者
が
国
の
政
治
を
監
督
す
る
仕
組
を
主

張
す
る
。
そ
し
て
三
院
制
を
提
唱
し
た
。

今
の
中
国
で
は
こ
う
い
う
主
張
を
し
て

も
一
向
に
逮
捕
を
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
一

見
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
現
在
の
中

国
の
実
態
と
大
し
て
違
い
は
な
い
か
ら
で

あ
る
。ま
ず
中
国
で
は
普
通
選
挙
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
業
界
や
政
党
の
中
で
選
ば
れ
て

国
会
に
出
て
い
く
。
ま
た
中
国
で
は
宗
教

家
と
か
学
者
と
か
映
画
俳
優
な
ど
が
議
員

と
な
っ
て
出
て
い
る
。
選
挙
で
選
ば
れ
た

訳
で
は
な
い
。
本
人
も
知
ら
な
い
う
ち
に

国
会
議
員
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
清
朝

の
皇
族
の
末
裔
が
国
会
議
員
を
し
て
い
た

り
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
共
産
党
に
関
し
て
蒋
慶
は
何

等
触
れ
て
い
な
い
。
共
産
党
の
批
判
を
し

な
け
れ
ば
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
。
共
産

党
の
支
配
下
で
君
主
制
を
復
活
す
る
の
だ

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
な
い
こ
と

も
な
い
。
ま
さ
し
く
今
の
政
権
が
行
き
着

く
先
は
、
蒋
慶
の
主
張
す
る
社
会
に
な
る

の
か
も
知
れ
な
い
。

五

　

お

わ

り

に

中
国
の
儒
教
の
状
況
は
、
良
い
所
も
欠

点
も
あ
る
。
儒
家
が
復
活
し
た
と
言
う
け

れ
ど
弊
害
も
あ
る
。
ま
ず
政
治
に
近
づ
き

過
ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。
特
に
一
址
旦
剛
の
現

代
新
儒
家
に
比
べ
て
も
、
今
の
儒
家
は
政

治
に
近
づ
き
過
ぎ
て
い
る
。
何
よ
り
独
立

の
精
神
が
足
り
な
い
と
い
う
気
も
す
る
。

今
、
米
中
は
厳
し
く
対
立
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
な
ど
は
価
値
観
の
違
い
を
あ
げ

て
争
う
と
言
っ
て
い
る
が
、
両
者
は
価
値

説
を
争
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
共
に
国

益
を
追
求
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
価
値

説
が
異
な
れ
ば
逆
に
争
い
に
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
共
通
の
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
争
い
が
起
き
る
。

中
国
は
世
界
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
ひ
る
が
え
っ
て
我
が
国
は
ど
う
か
。

日
本
人
と
し
て
国
を
正
し
く
導
く
た
め
の

学
問
を
我
々
は
し
て
い
る
の
か
。
大
陸
に

於
け
る
儒
学
の
表
面
的
で
は
あ
る
が
隆
盛

す
る
姿
を
見
て
、
そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な

い。

【
綾
的
想
田
】
　
今
学
校
が
か
か
え
る
問
題

は
あ
ま
り
に
も
多
い
。
従
来
か
ら
の
い
じ

め
不
登
校
、
道
徳
や
情
報
等
に
関
す
る
教

科
の
新
設
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に

伴
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
全
員
配
布
、
教

師
の
働
き
方
改
革
、
そ
れ
に
コ
ロ
ナ
対
応

が
加
わ
る
。
家
庭
で
も
子
供
へ
の
虐
待
、

貧
困
問
題
等
々
と
数
え
上
げ
れ
ば
指
も
足

ら
な
い
▲
菅
政
権
は
子
供
庁
創
設
を
急
ぐ

が
、
対
策
は
モ
グ
ラ
た
た
き
で
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
教
育
の
根
本
に
立
っ
た
統
一
的

な
施
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
▲
よ
く
言
わ
れ

る
の
は
社
会
が
急
変
し
、
時
代
の
転
換
期

に
当
た
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
。
だ
が
こ
れ

ま
で
の
学
習
指
導
要
領
は
そ
の
変
化
に
対

応
し
て
き
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
解

決
が
出
来
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
根
本
か

ら
の
反
省
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
▲
戦
後
教
育
を
規
定
し
た
教
育
基
本
法

は
日
本
人
の
育
成
と
い
う
命
題
に
応
え
る

事
が
で
き
ず
、
十
五
年
前
に
よ
う
や
く
〝

公
共
の
精
神
〟
や
〝
伝
統
文
化
の
尊
重
〟

が
加
わ
っ
た
▲
戦
後
最
強
の
国
と
な
っ
た

ア
メ
リ
カ
は
国
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る

た
め
宇
宙
開
発
を
ぶ
ち
あ
げ
、
物
心
共
に

繁
栄
へ
と
導
い
て
き
た
。
そ
の
根
底
に
は

グ
レ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
と
い
う
、
人
々
を
心

か
ら
揺
り
動
か
す
満
神
が
あ
っ
た
▲
我
が

国
で
は
、
改
定
教
表
見
基
本
法
の
具
体
化
こ

そ
噴
出
す
る
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
図

る
鍵
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
Y


